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８２０２国０１０ 

国国国国国国土土土土土土交交交交交交通通通通通通大大大大大大臣臣臣臣臣臣賞賞賞賞賞賞      
「「「「「「事事事事事事業業業業業業所所所所所所・・・・・・地地地地地地方方方方方方公公公公公公共共共共共共団団団団団団体体体体体体等等等等等等」」」」」」分分分分分分野野野野野野      

受賞者名 

清清水水建建設設株株式式会会社社  東東京京支支店店  及及びび  リリササイイククルル研研究究会会  

取組の実践場所 

東東京京都都  

受賞テーマ 

清清水水建建設設（（株株））  東東京京支支店店内内  建建設設作作業業所所ににおおけけるる、、建建設設副副産産物物のの巡巡回回回回収収、、  

RReedduuccee・・RReeuussee・・RReeccyyccllee のの取取組組 

 

受賞者は、建設作業所での副産物管理の効率化を目指し、平成 15年（2003年）に複数の産廃処理業者（収集運搬業

者・中間処理業者等）との包括契約を締結し、次の業務を協力しながら行っている。 

（１）副産物の回収の効率化（CO2の削減） （２）３Ｒ（４Ｒ）の取組 （３）作業所 管理業務の効率化 

 また、産廃処理業者との連絡調整・施策の展開に当たり リサイクル研究会を発足し推進している。 

 

各業務の概要 

（１） 副産物の回収の効率化 

東京都内の作業所群での巡回回収を行う事とし、回収の効率化を考え 3つのエリアに分けて活動を開始した。

（現在は更なる効率化を考え、1つのエリアとしている。）また、巡回回収の効率化を追求するために、作業

所群～中間処理場だけでなく、３Ｒの取組（再資源化）を活用し、東京都湾岸地域にある再資源化施設（木

くず、廃プラ、がれき類等）とも処分の契約を行い、回収の効率を図ってきた。 

 

（２） ３Ｒの取組 

清水建設では、３Ｒの取組に Refuse（入れない）取組を付け加え ４Ｒの活動として行っている。包括契

約を行う前は、作業所毎での分別の取組であったが、「包括契約」を契機に分別品目の標準化、分別ツール・

教育資料の作成等を行い、リサイクル研究会の産廃処理業者と一体となり、作業所への教育・分別指導・分

別表示の統一等を行ってきた。 

・ 分別品目の標準化に当たっては、① 再資源施設への搬出を優先 ② 分別標準品目及びオプション品目の設

定、③更なるリサイクルルートの拡充 を図ってきた。 

・ 契約業者と一体となり、分別ツールの開発・教育資料等の作成を行ってきた。 

       主な分別ツール・教育資料は次のとおり、 

       分別ツール：『分別看板』『絵で見る建設廃棄物分別表』『分別便利帳』 

『ゼロエミッション現場分別促進フロー』 

       教育資料 ：『建設副産物 Ｑ＆Ａ』『廃プラ豆辞典』『廃プラダイジェスト』『巡回・直送提案』 

             『分別ビデオの作成』 

       ※廃プラ豆辞典は、平成 19年（2007年）のリデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰 

において会長賞を受賞した。 

       ※いくつかのツールは、社外秘にせず、公開したことにより、東京都内の他の大手建設業者等の 

建設作業所での標準となっている。 

 

（３） 作業所管理業務の効率化 

 包括契約を行う事により、支払い業務をスタッフ部署によるチェック・支払い業務に一本化することによ

り、業務の効率化を行った。 

 

上記（１）～（３）の取組を行い、建設作業所での発生量の削減・４Ｒの取組・再資源化施設への直送などを行う

ことにより、資源循環・CO2削減などに積極的に取り組んでいる。 

 

 
 

８３０３国０２６ 

国国国国国国土土土土土土交交交交交交通通通通通通大大大大大大臣臣臣臣臣臣賞賞賞賞賞賞      
「「「「「「事事事事事事業業業業業業所所所所所所・・・・・・地地地地地地方方方方方方公公公公公公共共共共共共団団団団団団体体体体体体等等等等等等」」」」」」分分分分分分野野野野野野      

受賞者名 

西西松松建建設設株株式式会会社社  北北日日本本支支社社  石石狩狩新新港港西西出出張張所所  

取組の実践場所 

北北海海道道石石狩狩市市  

受賞テーマ 

様様々々なな制制約約をを受受けけるる大大規規模模工工業業団団地地内内のの建建設設工工事事ににおおけけるる積積極極的的３３ＲＲ活活動動  

 
受賞者の工事は、道内最大級の工業流通団地である石狩湾新港地域に所在する大型自動車メーカーの建替工事であ

る。大規模な工業団地であるため、多くの物流倉庫および発注者の整備工場が営業しながらの施工となり、施工スペ

ースに制約を受けるなど、諸々配慮が必要な工事条件となっている。 
この中で、建設副産物の有効利用と減量化、および脱炭素に向けた CO2の排出量削減活動に努めた。 

 
１．建設汚泥の場内改良および自ら利用【リサイクル】 

 杭工事で発生した建設汚泥について、周辺営業関係者の安全に最大限の

配慮を行いつつ作業スペースを確保し、可能な限り場内改良を行った結果、

69%（600m3）を埋戻し土として有効活用することができた。また残りの 31%

（270m3）は場外の再資源化施設にて再生品化した。（建設汚泥の合計リサ

イクル率：100%） 

  

２．建設発生土の有効利用【リユース】 

 土工事で発生する残土は当初、全量場外埋立て処分（リサイクル率 0%）

の指示を受けていたが、可能な限りの有効活用を目指し、現場近傍に仮置

き場を確保の上、場内に再運搬し埋戻し土として再利用することで 31%

（3,970m3）をリユースすることができた。 

    

３．廃プラスチック類（以下、廃プラ）のリサイクル率向上のための分別

徹底【リサイクル】 

 廃プラの再資源化率を高め、全体のリサイクル率を底上げするために、

RPF 固形燃料を製造する中間処理施設に処理委託し、廃プラを処理施設の

求める品目に再分別した。その結果、廃プラのリサイクル率は 70%（41t）

となり、工事全体の建設副産物のリサイクル率も 97%となった。 

 

４．脱炭素に向けた電力および燃料削減の取組み【リデュース】 

電力使用量削減のために、現場事務所および工事用仮設照明を完全 LED

化した。 

また、建設機械の軽油使用量削減のため、低燃費バックホーの採用、軽

油燃焼促進剤（K-S1）の積極活用、および建設副産物等の場外運搬距離の

最小化などを実施した。 

この結果、電力使用量を 431.928 kwh、軽油使用量を 5,003 ℓ（計 13.15

ｔ-CO2）削減できた。 

 

 

 

 
 

 

改良土埋戻状況 

現場発生土搬入埋戻状況 

廃プラ他分別状況 

現場事務所内 LED 照明設置状況 

令和 4 年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰




